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１．大阪の提案内容及び国の基準整備について

２．大阪における取組

（１）内閣府調査事業を活用した検討

（２）万博に向けたポート整備

（３）ポート整備への支援
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１．大阪の提案内容及び国の基準整備について
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大分類 先端的サービス項目 規制改革の内容 備考

大阪・関西万博にお
ける空飛ぶクルマ

⑨大阪市内、関西の主要
空港、観光地を結ぶアク
セス整備を、空飛ぶクルマ
の社会実装で実現

空飛ぶクルマの社会実装に向けた制度
整備【航空法等】

搭載義務燃料の設定、離着陸時の進入表
面のこう配条件の緩和、機体充電作業の軽
微な保守への位置づけポート設置における許
可取得の申請手続き簡素化等

【検討中】

内閣府調査事業により左記の制
度設計等を検討中

〇大阪の提案

令和４年12月に大阪府市で策定した大阪スーパーシティ全体計画において、大阪・関西万博時に空
飛ぶクルマの社会実装をめざし、規制改革の内容等をとりまとめ。

〇国の基準整備

国の官民協議会において検討が進められ、関連する省令の改正及び「バーティポート整備指針」が策定。
その他必要な基準整備も令和6年に予定。

• 万博時の運航に向けたポートや運航関係の基準に関し、国において一定の整理がなされた。
これらの基準整備や機体開発の状況を踏まえ、万博での運航実現に向け、ポート整備への支援など
府市の取組を進める。

• 万博後の空飛ぶクルマの普及に向けた規制改革の議論は引き続き必要と認識。

出典：大阪スーパーシティ全体計画

〇事業者の取組

万博における運航事業者、使用予定機体が決定。各機体メーカーが認証取得に向けた技術開発を推
進。
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２.大阪における取組
（１）内閣府調査事業を活用した検討

4出典：内閣府「先端的サービスの開発・構築等に関する調査事業 採択事業概要」

令和４~５年度に、事業者において内閣府の「先端的サービスの開発・構築等に関する調査事業」を活用
し、大阪・関西万博へのアクセスに向けた離発着ポート候補地（大阪ベイエリア）と想定飛行経路について、
調査・分析により実現性を検証中。
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２.大阪における取組
（２）万博に向けたポート整備
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・大阪市は中央突堤での会場外ポートの整備を進めるため、会場外ポート整備及び維持管理・運営を行う事業者の公募を開始

（公募型プロポーザル方式）。

※土地の使用料等を免除するほか、整備事業にかかる経費（整地・舗装、格納庫・電源設備設置）への補助を行う。

（補助率は対象経費３／４を上限とし、総額２億7,750万円。補正予算を確保。）

〔大阪市〕会場外ポート（中央突堤）の整備・運営事業者の公募開始 （令和５年９月８日）

「大阪・関西万博 空飛ぶクルマ 準備会議（第２回）」開催 （令和５年８月７日）

・万博時の２地点間運航の実現に向け、空飛ぶクルマの運航イメージ等について議論し、次の内容で合意。

・会場外ポート候補地に、尼崎地区（フェニックス事業用地）が追加され、新たに兵庫県が構成員として参加。

➢ 日本航空株式会社は桜島地区、丸紅株式会社は尼崎地区（フェニックス事業用地）、株式会社SkyDriveは大阪港地区

（中央突堤）を候補地として、引き続き具体的な検討を進めていくこと。

➢ ANAホールディングス株式会社及びJoby Aviation Inc.は候補地の選定に向けて、引き続き具体的な検討を進めていくこと。

〔２０２５年日本国際博覧会協会〕万博における空飛ぶクルマ運航事業者、会場内ポート運営者の公表 （令和５年２月21日）

運航事業者選定

●ANAホールディングス株式会社及びJoby Aviation Inc. ●日本航空株式会社 ●丸紅株式会社 ●株式会社SkyDrive

会場内ポート運営者決定

●オリックス株式会社

「大阪・関西万博 空飛ぶクルマ 準備会議※（第１回）」開催 （令和５年２月27日）

・次の３地区を大阪における会場外ポート候補地として先行的に検討する。

１．大阪港地区（中央突堤）２．大阪城東部地区（森之宮）３．桜島地区（USJ南部）

・今回の３地区及び関西国際空港をはじめとして、今後も候補地を検討していく。

※ 国（内閣官房・経済産業省・国土交通省航空局）、
博覧会協会、運航事業者（ANAホールディングス及びJoby
Aviation Inc.、日本航空株式会社、丸紅株式会社、株式会
社SkyDrive）、ポート運営者等（オリックス株式会社・関
西エアポート株式会社）、地元自治体（大阪府・大阪市）
により構成

大阪・関西万博での運航実現に向け、関係者で連携してポート整備の取組を推進。
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２.大阪における取組
（２）万博に向けたポート整備

6★…市有地 ●…その他

（大阪南部）

万博会場内ポート

尼崎地区（ﾌｪﾆｯｸｽ事業用地）

⚫ 所在：兵庫県尼崎市

⚫ 面積：未定

★

★

桜島地区（USJ南部）

⚫ 所在：大阪市此花区桜島１丁目

⚫ 面積：未定

大阪港地区（中央突堤）

⚫ 所在：大阪市港区海岸通１丁目

⚫ 面積：約10,000平米

大阪城東部地区（森之宮）

⚫ 所在：大阪市城東区森ノ宮１丁目

⚫ 面積：約12,000平米

（参考）各ポート候補地の概要

関西国際空港（ポート） ６



２.大阪における取組
（２）万博に向けたポート整備
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（参考）大阪・関西万博における空飛ぶクルマ ２地点間運航の各社イメージ

出典：（公社）２０２５年日本国際博覧会協会 ホームページ

「2023年8月7日現在」
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• 2025年大阪・関西万博を契機とした空飛ぶクルマの運航の実現に向け、大阪府内において空飛ぶクルマ
専用離着陸場（ポート）等の拠点を整備し、将来にわたり継続的に離着陸場を活用した事業を展開す
る法人を支援。

予算額 R5年度：5,000万円／R6年度：2億円
• 補助率 ：事業費の1／2以内
• 補助上限額：R5年度～R6年度の２ヵ年トータルで１件あたり上限5,000万円（うちR5年度は1,000万円まで）

空飛ぶクルマ専用離着陸場等拠点整備事業補助金 （令和５～６年度）

補助概要
・事業者による離着陸場等の拠点整備に要する経費（設計及び整備費用等）の一部を補助

・R5年度～R6年度の２ヵ年のプロジェクトに対して補助を実施（万博での活用を想定）

令和5年度（2023年度）） 令和6年度（2024年度））

事業者による離着陸場等の拠点整備に向けた取り組み

例：各種調査・設計 等 例：設置・構築・建設作業 等

＜補助上限額＞

1,000万円
＜補助上限額＞

4,000万円

拠点整備 万博で活用

万博後の継続利用

２ヵ年
ﾄｰﾀﾙで最大

5,000万円
を補助

補助対象事業 大阪府内において令和5年度・6年度の2カ年で空飛ぶクルマ専用の離着陸場等の拠点を整備・完了する事業

補助対象事業者
自ら離着陸場等の整備・運営を計画し、将来にわたり継続的に空飛ぶクルマの商用運航等の事業（運航事業者
等との協業・連携含む）を展開する事業者 ※将来の施設運営計画等の提出を求める

スケジュール 令和５年10月６日～11月６日 公募を実施

２.大阪における取組
（３）ポート整備への支援
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